
１ 2014年1月1日 

発行　筑後八女地区　　西日本新聞エリアセンター 

企画　イースタンコミュニケーションズ 

印刷　株式会社 東兄弟　TEL  0943 - 24 - 2111  

　　　八女市祈祷院５６３　〒834-0025 

　　　HP：www.w ing8 . com/dc i t y - yame/

2014  JAN.  vol194ワンランク上の暮らしを考える人の情報紙 

日 SUN

1 2 3 4

5 6 7 8 9 10

12月１日 

赤口 

２日 

先勝 

３日 

友引 

４日 

先負 

５日 

仏滅 

６日 

大安 

７日 

赤口 

８日 

先勝 

９日 

友引 

10日 

先負 

11日 

仏滅 

12日 

大安 

13日 

赤口 

14日 

先勝 

15日 

友引 

16日 

先負 

17日 

仏滅 

18日 

大安 

19日 

赤口 

20日 

先勝 

21日 

友引 

22日 

先負 

23日 

仏滅 

24日 

大安 

29日 

仏滅 

30日 

大安 

１月１日 

先勝 

25日 

赤口 

26日 

先勝 

27日 

友引 

28日 

先負 

11

12 13 14 15 16 17 18

19 20 21 22 25

29

24

31

23

3026 27 28

月 MON 火 TUE 水 WED 木 THU 金 FRI 土 SAT

日 月 火 水 木 金 土 

 
3 
10 
17 
24

 
2 
9 
16 
23

1 
8 
15 
22

 
7 
14 
21 
28

 
6 
13 
20 
27

 
5 
12 
19 
26

 
4 
11 
18 
25

1 JAN ２ 

お
伊
勢
詣
で 

　
　
　
佳
き
年
を 

　
”ま
た
一
つ
旅
立
っ
て
ゆ
く
除
夜

の
鐘
”
や
ち
よ
さ
ん
の
一
句
が
眼

に
と
ま
り
、
年
越
し
、
元
旦
、
初

明
り
。
願
は
凡
常
で
幸
い
、
無
事

平
安
の
一
年
▼
去
年
の
件
で
記
憶

に
と
め
て
お
き
た
い
こ
と
は
伊
勢

神
宮
、
式
年
遷
宮
、
20
年
に
一
度

の
神
様
の
お
引
越
し
、
そ
の
秋
に
「
お

伊
勢
詣
り
」
が
で
き
た
こ
と
。
こ

れ
は
神
の
お
恵
み
で
し
ょ
う
か
。

廃
校
の
あ
と
に
創
設
の

”お
お
に

し
農
業
小
学
校
”
（
八
女
市
黒
木

町
里
山
の
村
落
）
が
、
第
７
回
全

国
小
地
域
福
祉
活
動
サ
ミ
ッ
ト
in

み
え
「
み
え
ま
す
、
き
て
ま
す
、

小
地
域
の
時
代
」
に
選
抜
さ
れ
て
、

活
動
状
況
を
発
表
。
▼
発
表
者
は

斉
藤
英
義
事
務
局
長
、
題
目
は
、「
地

域
を
活
性
化
す
る
田
舎
（
い
い
仲
）

力
〜
人
＋
自
然
＋
ア
イ
デ
ア
で
地

域
を
育
む
」
米
つ
く
り
日
本
一
の

履
歴
を
持
つ
教
授
陣
、
郷
土
料
理

の
ベ
テ
ラ
ン
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
た
ち

の
顔
ぶ
れ
紹
介
か
ら
、
た
け
ん
こ

掘
り
、
お
茶
摘
み
、
田
植
え
、
稲

刈
り
…
と
い
っ
た
年
間
学
習
活
動
、

実
況
映
写
に
参
加
者
、
笑
い
と
拍

手
で
多
大
の
感
銘
。
▼
津
市
で
の

一
夜
を
明
け
て
、
松
阪
市
福
祉
の

ま
ち
づ
く
り
課
山
口
美
帆
子
さ
ん

の
懇
切
な
案
内
で
、
式
年
遷
宮
を

終
え
た
ば
か
り
の
木
の
香
も
か
お

る
神
宮
参
拝
。
奥
ゆ
か
し
き
森
に

鎮
ま
る
宮
の
た
た
ず
ま
い
に
、
あ

ら
た
め
て
大
和
の
国
の
伝
統
文
化

を
感
受
。
お
伊
勢
で
名
高
き「
赤
福
」

を
戴
き
、
”松
阪
の
一
夜
”
で
知
る

本
居
宣
長
記
念
館
へ
。 

成人の日 

元　日 
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痩せ仏様御日 
　 　　　　　　 （八女市大籠） 

 定例法律相談会（要予約） 
　　　　　　10：00～12：00 
（八女商工会議所）122-5161 
 

   熊野神社鬼の修正会 
　　　　　 　　 （筑後市熊野） 

 無料法律相談13：30～・要予約 
（八女民主商工会）124-2727 
 

松尾弁財天縁日（立花町） 
 

 

なんでも人権相談所 
  （筑後市勤労者家庭支援施設） 
 

 

お風呂の日 
　　　　　（グリーンピア八女） 
　　　　　　　（温泉館きらら） 
　　　　　　　（不動温泉八女） 
　　　　　　　　　（公園の宿） 
　　　　　　　　（べんがら村） 

八女軽トラ市9：30～13：00 
　　  （八女観光物産館駐車場） 

財津和夫ライブ＆トーク 
　 　　　　 （サザンクス筑後） 
 

  

少年囲碁・将棋大会 
　 　　　　　　　 （サンコア） 

川　病院ミニ健康教室 
（賢く利用しよう医療保険・介護保険） 

サンコアまつり 
　 　　　（～19日・サンコア） 

不動産に関する何でも 
相談会　　13：00～15：00 
　　　　　　（八女商工会議所） 
 

 春風亭小朝独演会 
　 　　　　 （サザンクス筑後） 

 

心配ごと相談（八女市） 

八女市社会福祉会館　１月15日 
黒 木 町 ふ じ の 里　１月15日 
上陽町地域福祉センター　１月22日 
立 花 町 か が や き　１月22日 
 
法律相談（要予約） 

八女市社会福祉会館　１月10日 
黒 木 町 ふ じ の 里　１月17日 
上陽町地域福祉センター　１月24日 

司法書士相談 

黒 木 町 ふ じ の 里　１月10日 
八女市社会福祉会館　１月17日 
 
筑後市 

心配ごと相談 
　毎週木曜日／総合福祉センター 
健康に関する総合相談 
　毎週金曜日／筑後市立病院 

べんがらの日（べんがら村） 
大浴場お一人様300円 

べんがらの日（べんがら村） 
大浴場お一人様300円 

  八女軽トラ市9：30～13：00 
　　  （八女観光物産館駐車場） 

三社詣でウォーク 
　　　　 　　 （八女歩こう会） 

桂春蝶落語独演会 
　 　　　　　 （おりなす八女） 

子どもカルタ大会 
　 　　　　　　　 （サンコア） 

 なんでも人権相談所 
　 　　 （八女市社会福祉会館） 

詩
人 

椎 

窓   

猛 

クラッシーのバックナンバー（2010.1.1号より）が 
インターネットでご覧になれます。 
「デジタルシティやめ」→クラッシー→検索 



西日本新聞をご購読のあなたにお届けしています 

２ 2014年1月1日 

八女市新庄 

服部　暢子 

楽
し
い
絵
手
紙 

　
西
公
民
館
の
絵
手
紙
教
室
、
彩
和

の
会
に
参
加
し
て
い
ま
す
。 

　
大
坪
先
生
の
優
し
い
ご
指
導
の
も

と
、
草
花
や
身
近
な
愛
用
品
な
ど
描

い
て
い
ま
す
。
皆
さ
ん
か
ら
、
そ
れ

ら
の
ウ
ン
蓄
を
聞
か
せ
て
も
ら
い
、

和
気
あ
い
あ
い
楽
し
い
時
間
を
過
ご

し
て
い
ま
す
。
一
枚
の
葉
書
の
絵
を

描
く
の
も
、
な
か
な
か
奥
が
深
い
も

の
で
す
。
私
は
、
坂
村
真
民
の
詩
の

中
で
「
二
度
と
な
い
人
生
だ
か
ら
一

ぺ
ん
で
も
多
く
便
り
を
し
よ
う
…
」

の
フ
レ
ー
ズ
が
好
き
で
す
。
そ
れ
で
、

身
近
な
人
に
し
た
た
め
て
い
る
次
第

で
す
。 

　
下
手
で
も
、
手
書
き
の
趣
に
喜
ん

で
も
ら
え
ま
す
。
脳
ト
レ
に
な
る
し
、

続
け
て
い
き
た
い
も
の
で
す
。 

呟き 

   

　
高
齢
者
と
災
害 

 

　
博
多
の
有
床
診
療
所
で
火

災
が
起
こ
り
、
前
院
長
夫
妻

を
含
む
10
名
の
死
亡
者
を
出

し
た
。
処
置
室
の
加
熱
器
コ

ン
セ
ン
ト
か
ら
の
出
火
で
、

未
明
の
こ
と
で
あ
り
殆
ど
マ

ン
ツ
ー
マ
ン
で
手
の
い
る
寝

た
き
り
高
齢
者
ば
か
り
が
犠

牲
と
な
り
悲
惨
な
結
果
と
な

っ
た
。 

　
こ
の
時
間
帯
で
は
消
火
作

業
も
避
難
誘
導
も
数
少
な
い

職
員
で
は
無
理
な
話
。
と
く

に
不
完
全
燃
焼
に
よ
る
一
酸

化
炭
素
中
毒
は
瞬
時
を
争
い
、

治
っ
て
も
後
遺
症
が
残
る
。 

　
火
災
直
後
か
ら
ス
プ
リ
ン

ク
ラ
ー
、
防
火
扉
が
機
能
し

な
か
っ
た
な
ど
と
後
付
け
の

原
因
が
大
き
な
波
紋
と
な
り

問
題
化
し
た
。
消
防
法
、
地

方
自
治
法
な
ど
と
責
任
逃
れ

の
よ
う
な
横
並
法
で
は
行
政

責
任
も
大
き
く
、
監
督
不
行

届
き
の
結
果
が
医
師
だ
け
の

責
任
を
問
う
の
で
あ
れ
ば
気

の
毒
な
気
が
す
る
。 

　
街
の
有
床
診
療
所
医
師
は

地
域
医
療
の
大
き
な
担
い
手

で
あ
り
「
か
か
り
つ
け
医
」

と
し
て
日
夜
業
務
に
携
わ
っ

て
き
た
。
近
時
マ
ン
パ
ワ
ー

の
不
足
や
経
営
困
難
な
ど
の

理
由
か
ら
次
第
に
そ
の
数
を

減
じ
、
往
時
の
ほ
ぼ
３
分
の

２
が
無
床
化
に
追
い
込
ま
れ

て
い
る
。
今
回
の
事
故
が
は

か
ら
ず
も
地
域
の
医
療
を
見

直
す
絶
好
の
機
会
に
な
っ
た

こ
と
は
皮
肉
な
こ
と
だ
。 

　
「
不
老
不
死
」
は
古
代
か

ら
人
類
の
夢
で
、
秦
の
始
皇

帝
が
蓮
莱
の
島
を
求
め
日
本

に
徐
福
を
遣
わ
し
た
故
事
は

こ
の
地
方
で
も
各
所
に
見
ら

れ
る
。 

　
世
界
各
国
の
高
齢
化
も
進

む
一
方
だ
が
日
本
の
場
合
は

諸
国
に
比
し
余
り
に
も
速
す

ぎ
て
そ
の
対
応
に
つ
い
て
い

け
な
い
現
状
な
の
は
確
か
だ
。 

　
遠
か
ら
ず
高
齢
化
率
は
35

％
を
上
回
る
と
予
測
さ
れ
る
。

き
ち
ん
と
し
た
設
備
の
完
備

や
制
度
の
充
実
が
伴
わ
な
い

と
「
長
寿
社
会
」
も
画
に
描

い
た
餅
に
終
わ
り
か
ね
な
い
。 

　
季
節
を
問
わ
ず
災
害
弱
者

と
言
わ
れ
る
高
齢
者
の
犠
牲

は
多
い
が
、
冬
場
は
特
に
火

災
に
絡
む
事
故
が
目
立
ち
、

他
に
類
を
及
ぼ
す
こ
と
に
も

な
り
危
険
だ
。 

　
折
角
頂
い
た
命
な
ら
ば
こ

う
い
う
不
慮
の
事
故
で
だ
け

は
失
い
た
く
は
な
い
。
そ
れ

に
は
社
会
の
バ
ッ
ク
ア
ッ
プ

シ
ス
テ
ム
が
よ
り
一
層
必
要
。

輝
か
し
い
エ
リ
ー
ト
高
齢
社

会
が
築
け
た
ら
最
高
で
あ
る
。 

林
　
榮
一 

（
医
師
・
八
女
市
立
花
町
） 

 

　
　
　

日
日
是
好
日 

  

　
日
本
の
誇
り
、
富
士
山
が

世
界
文
化
遺
産
と
な
っ
て
初

め
て
の
元
旦
、
二
〇
一
四
年

の
初
日
の
出
は
最
高
に
美
し

い
だ
ろ
う
。
ど
れ
だ
け
多
く

の
人
達
が
そ
の
光
に
包
ま
れ

て
、
幸
せ
を
感
じ
る
の
だ
ろ

う
。 

　
事
あ
る
毎
に
「
日
日
是
好

日
」
と
声
に
出
し
、
ま
た
あ

る
時
は
色
紙
に
書
い
て
く
れ

る
人
が
い
る
。
晴
れ
て
も
曇

っ
て
い
て
も
、
楽
し
く
と
も

辛
く
と
も
、
す
べ
て
が
人
生

最
良
の
日
と
い
う
意
味
で
あ

る
。
つ
ま
り
は
良
い
事
も
、

た
と
え
災
難
に
出
会
い
ど
ん

な
日
に
な
っ
た
と
し
て
も
、

そ
れ
を
受
け
入
れ
て
淡
然
と

生
き
る
心
の
境
地
。
難
し
く

も
奥
深
い
教
え
だ
。 

　
人
と
人
の
間
で
し
か
生
き

ら
れ
な
い
か
ら
「
人
間
」
と

言
う
よ
う
に
、
対
人
関
係
が

苦
悩
の
源
で
も
あ
る
。
正
直

者
、
優
し
き
者
、
弱
き
者
で

あ
れ
ば
あ
る
ほ
ど
、
こ
の
世

は
生
き
に
く
い
。
「
去
る
者

は
追
わ
ず
、
来
る
者
は
拒
ま

ず
」
と
口
癖
の
よ
う
に
呟
く

老
女
の
愛
唱
歌
が
、
美
空
ひ

ば
り
の
「
川
の
流
れ
の
よ
う

に
」
だ
と
聞
い
て
合
点
が
行

く
。
川
の
流
れ
に
身
を
任
せ
、

溺
れ
ぬ
程
度
に
手
足
を
ば
た

つ
か
せ
て
い
れ
ば
、
自
ず
か

ら
辿
り
着
く
べ
き
場
所
に
届

く
。
八
十
余
年
を
生
き
て
来

た
人
の
こ
と
ば
は
重
い
。 

　
命
が
あ
れ
ば
、
生
き
て
さ

え
い
れ
ば
「
日
日
是
好
日
」
、

ま
た
朝
は
来
る
。
そ
し
て
直

に
三
月
十
一
日
、
震
災
か
ら

三
年
で
あ
る
。
被
災
地
か
ら

遠
く
離
れ
た
場
所
に
、
安
穏

と
暮
ら
し
て
い
る
私
達
こ
そ

「
日
日
是
好
日
」
と
高
ら
か

に
叫
ぼ
う
。
二
〇
一
四
年
の

幕
開
け
に
、
白
雪
の
富
士
が

輝
く
だ
ろ
う
。 

蓉
子  

　
又
、
一
年 

　
　
　
　
　
　
　
深
町
凖
之
助 

 
　
お
め
で
と
う
！ 

　
め
ざ
め
た
自
分
に 

　
勝
手
な
が
ら
決
め
セ
リ
フ 

　
早
い
も
の
で
す 

　
又
、
一
年 

　
暮
れ
た
先
か
ら
日
が
昇
る 

　
又
、
一
年 

　
　
　
　
　
　
　
深
町
凖
之
助 

 
　
お
め
で
と
う
！ 

　
め
ざ
め
た
自
分
に 

　
勝
手
な
が
ら
決
め
セ
リ
フ 

　
早
い
も
の
で
す 

　
又
、
一
年 

　
暮
れ
た
先
か
ら
日
が
昇
る 

健
康
万
歳
　
⑤ 

文字を通して縁と絆を結びましょう 
 

B6判（182×128mm）ソフト表紙 
１冊　500円 
送料　120円 
お申し込み　㈱東兄弟 
　　　　　　八女市祈祷院563 
　　　　　　10943-24-2111

に
ち
に
ち
こ
れ
こ
う
じ
つ 

　人生90年、100年も決して夢物語ではない時代になりました。人生史サークル黄櫨（こ

うろ）の会ではせっかく手に入れた長い第二の人生をさらに実りあるものにしよう

と平成９年４月の発会以来16年、書くこと・読むこと・語り合うことをモットーに

人生学の勉強、会誌黄櫨の発行、文学研修旅行等を通して学修と親睦を深めてきま

した。この度初めて新しい年に寄せる思いをまとめた「新春特別号」を発刊しました。

デジタル社会が幅を利かす世の中にあって敢えて文字で人と人との縁と絆を結ぶ細

やかな抵抗を試みたつもりです。 

　お蔭様で多くの方の共感を得て52篇の玉稿が寄せられました。 

　年末歳歳花相似たり 

　歳歳年年人同じからず 

正月は心改まりだれしも自分の

来し方、行く末に思いをめぐら

す時です。お正月休みのひとと

き、様様な人生模様を読んでみ

ませんか。 

神
苑 

筥崎宮神苑花庭園では平成２６年１月１日より2月末日まで

の期間、開運富貴の花「冬ぼたん」や「福寿草」等の花々

を公開いたします。 ご希望の方はハガキで（株）東兄弟迄ご応募
ください。応募多数の場合は抽選により、チ
ケットの発送をもって発表とします。 
１月15日締切。 

ペア7組様へ入場券プレゼント 

　今年も私たちをハラハラ、ドキドキ楽しませて

くれた八女市出身のプロゴルファー馬場ゆかり選

手と妹由美子選手の直筆サインが入った「2014

年度 Exciting Golf カレンダー」を抽選で10

名様にプレゼントします。 

　ご希望の方はハガキで㈱東兄弟迄（応募多数の

場合は抽選）応募締め切り１月15日 
 
(※直接弊社に受け取りに来られる方限定とさせていただき
ます。当選者にはハガキで通知します） 

プロゴルファー 
馬場ゆかり・由美子姉妹 
オリジナルカレンダープレゼント 
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西日本新聞筑後八女地区エリア情報紙 

　虚空蔵は無限の知恵と慈悲を持つ菩薩の意味で、広く「こくぞう

さん」と呼ばれ、知恵をもたらし商売繁盛にご利益があるとして親

しまれています。中でも轟虚空蔵神社のお祭りは轟集落の皆さんの

力によって長く引き継がれ、1月13日の例祭日には露天も並び多く

の参詣者で賑わいます。 

商売繁盛・参詣の際福銭を預って持ち帰り、次にお詣りする時に、

お礼として倍にして返す慣わしがあります。 

智恵詣り（十三参り）・数え年13歳を迎えた少年少女が大人にな

ったことに感謝し、将来の福徳と英知を授かるように虚空蔵菩薩に

参詣するならわしで智恵詣り、知恵もらいとも言われます。13歳

という年齢が元服の時期と合致するための一種の通過儀礼として伝

承されました。帰りは鳥居をくぐるまでうしろを振り返らずまっす

ぐ境内を後にしないとせっかく授かった知恵をかえさなければなら

ないといういわれがあります。（写真・解説は八女市上陽町HP観

光案内参考）轟虚空蔵神社は八女市街より上陽町大瀬信号を左折約

5分。お尋ねは0943-54-2301木下さん 

　ホトケノザは，早春の人里に咲く越年草。秋に芽ばえ、春に花を

咲かせて実を結ぶ。こういった生活形態の植物を越年草と呼ぶ。写

真は1月、雪深い矢部村の晴れた日に、溶けた雪の穴から顔を出し

たホトケノザ。 

　和名は、葉の形が、仏像の蓮華座に似ていることからついた名。

春の七草のホトケ

ノザはキク科の別

の種類を指してい

るといわれている。

そちらは、普通、

コオニタビラコと

いう和名が使われ

る。 

（黒木町） 

　松尾　重根 

豊富なメニューと選べる楽しさいっぱいで大人気。

人気の秘密は、カレーソースが甘口から辛口、そ

して子供カレーまでお好みで選べること。特に人

気なのがレディースカリーセットで、甘口・辛口・

グリーンカリーの中から選べ小ライス，ナン、サ

ラダ、フリードリンクバー、デザートまで付いて

大満足、男性には店舗仕込みのカツカリーやハン

バーグカリーが人気。また、味噌汁、ご飯の付い

た手仕込みハンバーグ定食やロースカツ定食もあ

り年配の方やお子様に人気、寒い冬には熱々焼カ

リーがお勧め!!一度は立ち寄りたい店である。 

新年は４日から営業致します。 

               

　
本
年
も
ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く 

　
　
　
　
　
　
　
　
　  

午
の
春 

　
鍋
底
山
横
か
ら
、
東
の
空
を
美

し
く
染
め
て
昇
る
初
日
は
、
清
新

で
新
年
の
希
望
の
象
徴
で
あ
る
。 

　
若
者
よ
、
初
日
の
出
の
よ
う
に
、

明
日
に
向
か
っ
て
、
羽
ば
た
い
て

ほ
し
い
。 八

女
川
柳
会
　
安
達
　
昇 

今
月
の
川
柳 

gallery
街かど 

立花町谷川 

井手　伸子 

　
昨
夏
私
は
体
調
を
崩
し
て
回
復
も
捗
々

し
く
な
く
、
筆
も
と
れ
ず
ぼ
ん
や
り
と
無

為
な
日
を
送
っ
て
お
り
ま
し
た
。
そ
れ
で

も
お
稽
古
日
が
近
づ
く
と
慌
て
て
色
紙
や

短
冊
、
は
が
き
等
の
小
品
に
と
ど
め
て
筆

を
と
り
ま
し
た
。
月
二
回
の
教
室
に
わ
ざ

わ
ざ
足
を
運
ん
で
下
さ
る
中
島
美
代
子
先

生
に
、
欠
席
す
る
の
は
申
し
訳
な
い
と
、
度
々

用
具
も
持
参
せ
ず
に
出
席
し

ま
し
た
。
先
生
の
筆
の
運
び
、

筆
遣
い
、
墨
の
濃
淡
等
そ
の

時
は
理
解
出
来
た
つ
も
り
で

も
、
い
ざ
自
分
が
筆
を
と
る

と
中
々
思
う
様
に
出
来
ま
せ

ん
。
ま
た
精
魂
込
め
た
作
品

に
墨
を
落
し
、
落
款
の
押
し

違
え
や
水
分
の
過
多
で
数
々

の
失
敗
も
重
ね
ま
し
た
。
そ

れ
で
も
懲
り
ず
に
こ
れ
迄
続

け
て
こ
れ
た
の
は
、
偏
に
先

生
の
ご
指
導
と
お
優
し
い
お

人
柄
、
更
に
は
教
室
の
皆
さ

ん
と
の
出
会
い
に
他
な
ら
な

い
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。 

 ホトケノザ（仏の座）[シソ科]

矢部川源流・杣の里の四季  27

川の情景　⑤ 鯉（こい） 

ふるさとの伝統行事 ① 

新春初詣り　轟虚空蔵神社大祭 
1月13日（祝）上陽町轟 

　鯉は、縁起の良い魚として昔から重宝がられ、祝事には欠かすことのでき

ない、多くの人達に慣れ親しまれている魚です。それ故に研究も進み、真鯉・

緋鯉、観賞魚（錦鯉）、食用鯉等に分類されます。鯉の寿命は人間より相当長

命で、岐阜の「花子さん」とペットネームのついた緋鯉は、217才（鱗の年

輪を光学顕微鏡で調査・1964年）であり、100才以上の鯉は数多くいると、

鯉の研究家の天野政之氏の著書「錦鯉大観」に記述されています。又、鯉の

放流で有名な島根県の津和野では、戦国時代のお殿様がいざ合戦時の非常用

の食糧にと飼育を奨励されたのが始まりで、現在でも約十万尾の鯉が道路脇

の流水に悠々と泳ぎ、観光の目玉になっていると案内されています。 

　さて、矢部川の鯉について記しますが、主な棲処は、日向神ダムや流れの

ゆるい渕の深みを好んで生息しています。流域では昔からタンパク源として、

「鯉こく」や「鯉のあらい」等、川魚料理の王道として食されております。 

　しかし、平成15年～16年にかけ一部の河川・湖沼に、鯉ヘルペス（KHV

）という鯉特有の伝染病が発症・蔓

延したので、鯉の移動が全面的に禁

止されたのを機に、風評被害を受け

ておりましたが、矢部川ではKHVに

汚染された鯉の報告は一件もありま

せん。矢部川の鯉は安全・安心です。

どうぞ「清流矢部川の鯉」を召し上

って下さい。 

　黒木町　内藤　洋臣 

サービスクーポン 
この券を持参の方に 
飲食料金の５％割引 

シャカカリー 
平成26年1月31日迄有効 

カレーとハンバーグの店 

写真はレディース焼カリー 

八女市本町1-206 
10943-24-3525

すみか 



西日本新聞をご購読のあなたにお届けしています 
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A

桂
春
蝶
落
語
独
演
会 

新
春
の
め
で
た
い
笑
い
に
福

来
た
る
！ 

      

日
時
　
１
月
19
日
14
時
〜 

会
場
　
お
り
な
す
八
女 

全
席
指
定
一
般
２
、
５
０
０

円（
友
の
会
２
、０
０
０
円
）  

　
三
代
目
春
蝶
襲
名
披
露
興

行
は
全
国
20
ヶ
所
で
開
催
さ

れ
名
跡
を
継
い
だ
若
き
噺
家

に
満
員
の
会
場
か
ら
惜
し
み

な
い
拍
手
が
送
ら
れ
た
。
東

京
に
拠
点
を
移
し
新
世
代
の

落
語
界
を
索
引
し
な
が
ら
、

テ
レ
ビ
、
ラ
ジ
オ
な
ど
に
も

活
躍
の
場
を
広
げ
て
い
る
。 

　
二
〇
一
四
新
春
、
上
方
落

語
の
魅
力
を
存
分
に
お
楽
し

み
下
さ
い
。 

■
ペ
ア
３
組（
６
名
）様
へ
招

待
券
プ
レ
ゼ
ン
ト 

A

光
の
賛
歌
　
印
象
派
展 

パ
リ
、セ
ー
ヌ
、ノ
ル
マ
ン
デ

ィ
の
水
辺
を
た
ど
る
旅 

　
世
界
７
ヵ
国
37
館
か
ら
ル

ノ
ワ
ー
ル
、モ
ネ
、シ
ス
レ
ー
、

セ
ザ
ン
ヌ
、
マ
ネ
な
ど
約
80

点
の
名
画
を
公
開
し
ま
す
。

世
界
的
に
も
有
名
な
絵
画
、

ピ
エ
ー
ル
＝
オ
ー
ギ
ュ
ス
ト

ル
ノ
ワ
ー
ル
《
ブ
ー
ジ
ヴ
ァ

ル
の
ダ
ン
ス
》
を
ご
覧
頂
け

る
貴
重
な
機
会
と
な
り
ま
す
。 

会
期
　
１
月
15
日
〜 

　
　
　
３
月
２
日 

会
場
　
福
岡
市
博
物
館 

　
福
岡
市
早
良
区
百
道
浜 

観
覧
料
一
般
１
、２
０
０
円 

（
１
、０
０
０
円
） 

高
大
生
８
０
０
円（
７
０
０
円
） 

小
中
生
４
０
０
円（
３
０
０
円
） 

（
　
）内
は
前
売 

■
ペ
ア
５
組（
10
名
）様
へ
招

待
券
プ
レ
ゼ
ン
ト 

A

日
本
最
大
級
の
本
格
焼
酎

の
祭
典「
鹿
児
島
県
産
芋
焼
酎
・

黒
糖
焼
酎
大
試
飲
会
」 

会
期
　
１
月
21
日（
火
） 

　
　
　
13
時
〜
20
時 

         

会
場
　
ソ
ラ
リ
ア
西
鉄
ホ
テ
ル 

主
催
南
九
州
酒
販
株
式
会
社 

当
日
券
１
、０
０
０
円 

前
売
券
８
０
０
円 

　
鹿
児
島
の
蔵
元
81
社
五
〇

〇
銘
柄
以
上
が
一
堂
に
集
結
。

各
々
の
蔵
の
特
性
を
思
う
存

分
堪
能
で
き
ま
す
。
数
量
限

定
の
焼
酎
も
登
場
。
お
楽
し

み
抽
選
会
、
来
場
者
全
員
に

特
製
焼
酎
グ
ラ
ス
や
焼
酎
ミ

ニ
ボ
ト
ル
の
プ
レ
ゼ
ン
ト
あ
り
。 

■
ペ
ア
２
組（
４
名
）様
へ
招

待
券
プ
レ
ゼ
ン
ト 

　　　　　園児との芋掘り交流会　　　　　八女農業高等学校 
　本校生活科学科２年生は、授業「農家生活管理」の一環として三河保育

園児を招待し、サツマイモ掘りを通して交流を行いました。交流会を通

して、生徒は園児とのコミュニケーションの取り方や幼児への愛情を育

む大切さを学びました。また、 収穫の喜びや食べ物の大切さを学び、自

然と直接ふれあう農業のすばらしさや農業への関心を高めることがで

きました。 

(生徒の感想紹介） 

●芋が掘れるようになるまで、草取りやつる返しなどたくさんお世話を

しましたが当日はあっという間に終わって、少し寂しい気もしました。

しかし、紙芝居を丁寧に時間をかけて作り、園児のみんなが楽しそうに

見てくれて嬉しく思いました。　　　　(見崎中学校出身　國武　美保） 

●「園児が芋掘りをとても楽しみにしている」と聞いて、小さい子とふれ

あうことがとても楽しみでした。紙芝居ではとても真剣に見てくれて嬉

しかったです。芋掘りでは私が手を差し出すと知らない子がすぐに手を

つないでくれてとても嬉しかったです。　(上陽中学出身　柴尾　梨紗） 

●小さい子とどう接したらいいのか分からず、園児たちとコミュニケー

ションがとれるのか、心配でした。楽しく話をしたり、芋を掘ることができ、

あっという間に終わってしまいました。園児も楽しんでくれていたら嬉

しいです。　　　　　　　　　　　　　　 (黒木中学校出身 八田  　萌） 

（八女農みらい館１月の販売日程） 

7日（火）、10日（金）、14日（火）、17日（金）21日（火）、24日（金）、28日（火）、

31日（金）　販売時間は、10時30分～12時30分です。 

１月４日（土）　初売り 
道の駅たちばなで運だめし「お楽しみ会」 
当日、道の駅たちばなに来てからのお楽
しみ!! 
１月７日（火）　七草 
七草粥の振舞い：正月の疲れた胃を休め
ましょう!! 
１月８日（水）　店休日 

立花町下辺春国道3号線沿 
TEL 0943-37-1711

　「三徳の家庭菜園」  ⑲ 
【小松菜】～冬に美味しい菜園の入門野菜～ 

福岡県農業大学校非常勤講師　林　三徳 

収穫間近の小松菜栽培 

チンゲンサイの血が入った？最近の小松菜品種 

添乗員の耳より情報 第９回 
　今回は新年にふさわしく、昨年20

年に一度の式年遷宮を終えた伊勢神

宮を紹介します。簡単に言えば神様

(天照大神)のお引越しです。そのせ

いもあり全国から“お伊勢参り”に

たくさんの参拝者が訪れ大混雑です。

でもなんだか心が洗われるようで、

とてもすがすがしい気持ちになれま

すよ。 

　ところで、伊勢と言えばやっぱり日本一のお土産として君臨し続ける赤

福餅は甘党には最高のお菓子ですね。また毎月一日には、無事に過ごせた

一ヶ月を感謝し、また新しい月の無事を願ってお祈りする「朔日（ついたち）

参り」というならわしが残っています。この朔日参りのお客様をお迎えす

るために作り始めたのが「朔日餅」です。なかなかお目にかかれませんが、

季節ならではの餅菓子をお楽しみいただけますよ。 

　当社では、今年もみなさまの縁起担ぎのお手伝いが出来るよう、ご来社

をお待ちしております。　筑後旅行センター　10942-52-4911　荒木 

１月の道の駅たちばな 

クロード・モネ 
《ジヴェルニーの林、イーゼ
ルに向かうブランシュ・オシ
ュデと本を読むシュザンヌ・
オシュデ》 
1887年油彩／カンヴァス　
ロサンゼルス・カウンティ美
術館 
Digital Image○2013 Museum 
Associates/LACMA,Licensed 
by Art Resource, NY

C

バス・電車コンクール特選　西日本鉄道賞 
「ぼくと運転手さん」 

船小屋保育園年長組 

松竹　悠希 
　しっかりとハンドルを

握った大きな強そうな運

転手さんと車内を独占し

ている悠希くん。バスの中も外も空白の

まゝ。知っていることだけを描く年令で

ある。この空白を適当な色で塗らせては

いけない。絵は描くもので塗るものでは

ない。空白の存在は悠希くんが健康に育

っていることの証しである。 
　　　　八女市本村690-2（福島中西） 
　　　　杉山絵の教室　杉山亞土と洋 
　　　　電話0943-22-2259

イモ掘り実習 

　小松菜は、在来のカブから分化した古い歴史を持つツケナ類の代表格。

江戸時代に、東京都江戸川区小松川周辺の特産であったことから、地名

にちなんで名付けられたと言われています。涼しい気候を好みますが、

関東では「冬菜」とも言われるとおり、寒さに強くて１～２度霜を受けた

後の方が甘みを増して美味しくなります。まさに、11月～３月にかけて

が旬。また、寒さに強いだけでなく、暑さにもよく耐え、強健で連作障害

も出にくく育てやすいので、家庭菜園の入門野菜としてお薦めです。 

　栽培は畝に横または縦方向に、15～20㎝間隔で深さ１㎝程のまき溝

を付け、その溝に約１㎝間隔で種子をまく（条まき）のが一般的です。 

　間引きは双葉展開の頃と本葉２～３枚の頃、それに４～５枚の頃に行い、

最終株間を５～６㎝にします。草丈が20～25㎝になったら、逐次収穫で

きます。 

　栽培期間が短く、いろいろな環境に対応

できるので、トンネル栽培、露地栽培と一年

を通して栽培できます。季節ごとの生育日

数（夏まき；25～30日、春・秋まき；40～45日、

冬まき；80～90日）を考えて、作付け計画を

立てましょう。 

　小松菜は、カルシウムやビタミンＡ、鉄分、

カリウム、それに食物繊維などを多く含ん

でおり、機能性の高い緑黄色野菜です。灰汁（ア

ク）が少なく、くせがないので、お浸しや汁

の実、炒め物にと広く用いて健康増進に役

立てましょう。なお、小松菜をそのまま菜園

に残しておくと、３月末にはとう立ちをし、

ナバナとして早春の味も楽しめます。 


